
 8)．[5月 27日(日) 9:00-11:30 第 1会場] 

細胞移植と細胞治療に係る指針と運用 

   モデレーター：加藤 俊一（東海大学医学部基盤診療学系再生医療科学 教授） 

          前川  平（京都大学医学部附属病院輸血細胞治療部 教授） 

   シンポジスト： 

  ①再生医療の推進にむけて～「ヒト幹細胞を用いる臨床研究に関する指針」の改正など～ 

   佐原 康之（厚生労働省医政局研究開発振興課） 

  ②輸血部門からみた非血縁者間末梢血幹細胞移植 

   豊嶋 崇徳（九州大学病院遺伝子･細胞療法部） 

  ③「院内における血液細胞処理のための指針」に基づいた輸血･細胞治療部門の基盤整備 

   田野崎 隆二（国立がん研究センター中央病院 臨床検査科） 

  ④細胞移植と細胞治療に係る指針と運用 

   澤 芳樹（大阪大学大学院医学系研究科外科学講座 心臓血管外科 教授） 

  ⑤「医療機関における自家細胞･組織を用いた再生･細胞医療の実施について」：免疫細胞療法に

おける指針および治療の現況と展望 

   森尾 友宏（東京医科歯科大学大学院発生発達病態学分野） 

 

9)．[5月 27日(日) 13:00-15:40 第 1会場] 

合同輸血療法委員会の役割と意義  [共催：日本赤十字社] 

     モデレーター：稲葉 頌一（神奈川県赤十字血液センター 所長） 

          佐川 公矯（佐賀県赤十字血液センター 所長） 

   シンポジスト： 

①輸血の現状と合同輸血療法委員会の意義について 

伯野 春彦（厚生労働省医薬食品局血液対策課） 

②総括的輸血アンケートによる全国実態調査 

  牧野 茂義（虎の門病院輸血部） 

③神奈川県における合同輸血療法委員会活動 

吉場 史朗（東海大学医学部附属病院輸血室） 

④高知県合同輸血療法委員会設立の経緯と活動充実への取り組み 

今村 潤（高知大学医学部附属病院輸血部） 

⑤青森県合同輸血療法委員会活動による安全で適正な輸血療法への貢献 

立花 直樹（青森県立中央病院輸血部） 

⑥静岡県合同輸血療法委員会の役割と取り組み 

橋ヶ谷 尚路（焼津市立総合病院企画経理課） 

⑦新潟県の試み－学術課（日赤MR）の立場から 

瀬下 敏（新潟県赤十字血液センター学術課） 

 

   

9．パネルディスカッション（PD） 

 1)．[5月 26日(土) 9:00-10:30 第 1会場] 

産科危機的出血の病態とその輸血対応 

   モデレーター：久保 隆彦（国立成育医療研究センター周産期センター産科 医長） 

藤森 敬也（福島県立医科大学産科婦人科学 教授） 

   パネリスト： 

①産科危機的出血に対する IVRの実践的ガイドライン 

   曽根 美雪（岩手医科大学放射線医学） 

②産科危機的出血への輸血療法：凍結血漿(FFP)投与の重要性と問題点 

 村山 敬彦（埼玉医科大学総合医療センター総合周産期母子医療センター） 


